
□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

373 413 695
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

環境監視庁舎管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）消防用設備等点検業務
令和４年度…令和４年９月６日、令和５年２月６日実施
令和３年度…令和３年９月16日、令和４年２月21日実施
令和２年度…令和２年９月11日、令和３年２月２日実施

（２）樹木剪定及び除草委託業務
令和４年度…令和５年１月17日及び18日実施
令和３年度…令和４年１月18日実施
令和２年度…令和２年12月21日実施

（３）行政財産目的外使用の許可
博物館資料（民俗文化財、市内遺跡出土遺物等）、吹田市史保管のための倉庫としての使用
（地域教育部　文化財保護課）

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

環境監視事業及び公害防止対策事業は、法で定めら
れた範囲内で、より効果的かつ効率的な手法を検討
する必要がある。
南吹田地下水汚染対策事業は水道水源への汚染到達
防止、南吹田のまちづくりへの影響低減及び地域住
民の不安解消のため事業を継続する必要がある。
業務の履行のために専門知識を有する職種の職員配
置が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

環境評価実施地点
は、都度、測定の頻
度や地点の見直しが
必要である。

2
所管
室課

環境保全指導課 事業名 環境監視庁舎管理事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

旧環境監視庁舎では有害物質を使用していたことか
ら、今後の活用方法によっては、土壌汚染対策法に
基づく調査等が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

97.9 98.1 98.3 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

環境監視、公害防止対策、南吹田地下水汚染対策

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）環境監視事業
・環境評価実施地点数
令和４年度…160件,　令和３年度…169件,　令和２年度…167件

（２）公害防止対策事業
・公害苦情受付件数
令和４年度…163件,　令和３年度…130件,　令和２年度…124件
・公害苦情立入件数
令和４年度…401件,　令和３年度…264件,　令和２年度…268件

（３）南吹田地下水汚染対策事業
汚濁物回収量（令和４年度末までの累計）
1,2-ジクロロエチレン…24.7kg　クロロエチレン…20.1kg

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 環境汚染対策事業 所管部局 環境部

1
所管
室課

環境保全指導課 事業名 環境汚染防止対策事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 513 施策 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

85,193 87,999 90,009
※課題があるものは■
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■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 狂犬病予防・動物愛護事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

衛生管理課 事業名 狂犬病予防・動物愛護事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 513 施策 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

19,774 20,064 20,392
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

55.6 51.3 53.7 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

狂犬病予防、飼い猫等避妊・去勢手術補助、動物愛護

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

【所有者のいない猫対策による拡充】
狂犬病予防法に基づく飼犬登録　新規登録　1,256件
狂犬病予防注射済票交付　9,872件
登録事項変更届　死亡　928件　転出　544件　転入　439件

飼い猫等避妊・去勢手術補助　　飼い猫　108件　野良猫　67件　

地域猫活動支援事業における団体登録　　８団体
地域猫避妊・去勢手術費補助金の交付　　８匹分

動物愛護相談(苦情)件数  犬 206件(112件)   猫 620件(232件)   その他 64件(5件)　

犬猫の収容処分件数　
　　　　　　　　  犬　　　　猫　
　　　　収容 　　４件　　　39件
　　　　返還 　　２件　　　１件　
　　
　　
　　
　　

決算額
　(千円)

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

狂犬病予防関連業務及び動物愛護関連業務の一体的
かつ有効的な行政サービスを提供する必要がある。そ
のためには、財源確保も視野に入れながら、引き続き
企業や吹田市開業獣医師会などと協働し、事業に取り
組んでいく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/1



□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 生活衛生事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

衛生管理課 事業名 生活衛生事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 513 施策 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

8,169 7,737 12,673
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 12.2 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

食品衛生、環境衛生、専用水道・簡易専用水道等衛生管理指導

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

衛生検査実施数
　食品衛生関係　394件
　環境衛生関係   93件

施設立入検査実施数
　食品衛生関係　1,453件
　環境衛生関係　　180件

決算額
　(千円)

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

食品衛生法の改正により制度化されたHACCPに沿った
衛生管理や、施設設備の基準の変更等について、施設
検査等により確認するとともに、引き続き食品関連事業
者へ周知する必要がある。
また、食品衛生・環境衛生に係る衛生検査や施設の立
入検査を効率的に行い、施設の適正な衛生管理の確
保のため事業者等にわかりやすく的確な指導・助言を
行う必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/1



□ 有効性

■ 効率性

■ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

■ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　火葬炉の老朽化により故障が多くなっている。特に冬
季の火葬待ち日数を低下させるため、計画的な修繕、
必要に応じた増炉も検討する必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

65.0 48.1 51.7 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

やすらぎ苑管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　やすらぎ苑の火葬執行業務、その他火葬執行に伴う関連業務及び医療に伴う排出物等・動物
の死体の焼却等を実施した。また、やすらぎ苑の火葬業務が円滑に行えるよう、施設の管理を
行った。

　火葬件数　
　
　　令和４年度　　3,085件　　令和３年度　　3,751件　　令和２年度　　3,452件

決算額
　(千円)

3
所管
室課

環境政策室 事業名 やすらぎ苑管理事業

11,975 11,884 11,650
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 26.4 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

118,002 125,486 146,719
※課題があるものは■

空地管理、衛生害虫等駆除、市有墓地管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

(１)空地管理事業
空地が良好に管理されず生活環境に著しい支障を及ぼしている場合に、空地の所有者等に対し
適正に管理されるよう指導を行った。
　　申出件数
　　　令和４年度　59件　　　令和３年度　51件　　　　令和２年度　46件

(２)衛生害虫等駆除事業
市内の市有公共施設等で発生するハエ、蚊、ゴキブリ等の衛生害虫、ユスリカ等の不快害虫、
毒毛虫やセアカゴケグモ等の危険害虫、ねずみ族等の駆除及び蜂の巣の除去を行った。
　　薬剤散布延面積　571ヵ所（322,250㎡）

(３)市有墓地管理
市有墓地の墓籍管理、光熱水費の負担、除草剪定、修繕整備などを行った。
　　墓地使用権の承継許可数
　　　令和４年度　27件　　令和３年度　21件　　令和２年度　25件
　　墓地返還届出数
　　　令和４年度　10件　　令和３年度  ４件　　令和２年度　11件

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　市営葬儀から規格葬儀に移行してからは、多くご利用
いただいており、目立った課題は見当たらないが、今後
も市民ニーズを適宜把握し、より時代に即した葬儀制
度のあり方について検討していく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

環境政策室 事業名 地域環境衛生事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　空地管理に関する相談の多くが相隣問題であり、行
政の関与が困難であるため、有効な手法や基準等につ
いて法整備等が求められつつある。
　市内全域の施設で害虫等が発生するため、日頃から
関係室課と情報共有に努める必要がある。
　墓地の承継手続などが行われていない管理不全の区
画について使用者の確認を積極的に行うなど、引き続
き墓地を適正管理し、公衆衛生を確保する必要があ
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

規格葬儀

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

簡素にして低廉・厳粛な葬儀の規格を設定し、市長が指定した葬儀業者が、吹田市指定葬儀業
者として規格葬儀を実施した。

(１)規格葬儀利用件数
　　　令和４年度　　206件　　令和３年度　　227件　　　令和２年度　　282件

(２)利用率　
　
　　　令和４年度　  7.1％　　令和３年度　　7.0％　　　令和２年度　  9.4％

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 地域環境衛生事業 所管部局 環境部

1
所管
室課

環境政策室 事業名 規格葬儀事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 513 施策 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

22 22 23
※課題があるものは■

1/1



□ 有効性

□ 効率性

■ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　糸田川は、堤防が遊歩道であり、市民の憩いの場と
なっている。地域の環境美化意識は高く大阪府のアドプ
トリバー活動に参加しており、本市も地域及び河川管理
者の府と糸田川クリーン活動に取り組んでいるが、大
雨後は河道内にゴミが散乱しており、更なる環境美化
が必要と判断し当事業を実施している。本来、河川清
掃は府の所管であるが、現状を考慮し糸田川のみ当事
業を実施していることが課題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

一般財源の
比率（％）

50.0 50.0 50.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

河川環境整備

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）糸田川河川清掃業務
  　　　令和２年度…２回、令和３年度…２回、令和４年度…２回

（２）糸田川クリーン活動
　　　　令和２年度…０回、令和３年度…０回、令和４年度…１回

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 地域環境保全事業 所管部局 下水道部

1
所管
室課

管路保全室 事業名 河川環境事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 513 施策 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

660 726 748
※課題があるものは■
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■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 地域環境保全事業 所管部局 環境部

1
所管
室課

環境政策室 事業名 環境美化事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 513 施策 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

7,112 6,965 46,478
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 20.1 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

環境美化啓発、環境美化清掃委託

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

吹田市内の道路等での歩きたばこやごみのポイ捨て禁止など環境美化の推進を市民・事業者と
ともに行った。また、環境美化推進重点地区及び路上喫煙禁止地区を指定し、環境美化の推進
を図った。

(１)環境美化推進団体
　　　　令和４年度 　45団体　　令和３年度 　28団体
　　　　令和２年度 　24団体　　令和元年度　 25団体

(２)美化清掃用具助成
　　　　令和４年度　　４個人、９団体　　令和３年度　　14個人、６団体
　　　　令和２年度　　９個人、４団体　　令和元年度　　10個人、３団体

(３)環境美化啓発活動
まちの美化を推進するために、令和３年度まで実施していた環境美化キャンペーンに代わり地
域清掃「わがまちクリーン大作戦」を実施した。（令和４年６月、１１月）

決算額
　(千円)

事業概要

危険動物捕獲

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

発見されたアライグマ等危険動物の捕獲及び処分を行った。

(1)捕獲器貸出し件数
　　　令和４年度　　 124件
　　　令和３年度　 　 67件
　　　令和２年度　　　50件
　　　令和元年度　　　36件

(2)アライグマ等措置頭数
　　　令和４年度　　　54頭
　　　令和３年度　　　25頭
　　　令和２年度　　　29頭
　　　令和元年度　　　15頭

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・歩行喫煙率は低下傾向にあるものの、ポイ捨てや不
適正な路上喫煙に係る問い合わせは依然寄せられて
いる。
・まちの美化推進は地域を母体とした団体等と協働して
行うことが望ましいため、環境美化推進員の更なる確
保に努める必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

環境政策室 事業名 危険動物捕獲事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・近年、本市を含め近隣市においてもアライグマの目撃
情報が寄せられていることから、迅速な対応ができるよ
う令和元年度から委託のあり方を見直した。
・アライグマの生息数が不明であることから、捕獲によ
る効果検証が難しい。
・市民や事業者へアライグマ捕獲について協力を得ら
れるようホームページに目撃情報を掲載して周知や注
意喚起を図るとともに、捕獲後の措置ができるよう捕獲
器を所有している市民等に対して捕獲器登録を促し、
更なる捕獲に努めている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

3
所管
室課

環境政策室 事業名 自然共生事業

247 252 367
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

247 252 528
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 99.1 85.7 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

生物多様性保全施策推進、森林保全、地域循環共生圏構築

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

(1)生物多様性保全施策推進事業
市民が生物多様性保全の重要性を理解し、生物多様性の保全に配慮したライフスタイルを実践
することを目指し、啓発等を行った。
　　「すいたの自然2021」作成（令和４年３月）
　　「親子ですいたの自然観察会」開催（令和４年10月）
(2)森林保全事業
森林法に基づき都道府県が計画する地域森林計画の対象となる民有林について、市町村森林整
備計画を策定するとともに森林病害虫等防除法に基づき、森林病害虫の防除等の保全事業を実
施した。
　　樹幹注入処理実施数　468孔（令和４年度）
（3)地域循環共生圏構築事業
地域循環共生圏構築の具体化に向けて検討会を立ち上げ、本市公共施設等への木材利用を推進
した。また、多様な主体と連携し、自然体験等で環境意識向上を図り、自然保護活動を担う人
材に繋げた。
　　「吹田市公共施設への木材利用推進ガイドライン」策定（令和４年３月）
　　里山デイキャンプ in NOSE　参加者数　75名（吹田市からは33名）（令和４年８月）

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

生物多様性保全の重要性については、市民の認識が
低く、効果を得るためには広域的な視点や効果的かつ
効率的な事業の展開が必要である。
計画の見直しや森林病害虫防除業務については、業
務が発生した場合には業務量が増大するため、より効
率的に業務を進めていく必要がある。
「吹田市公共施設への木材利用推進ガイドライン」を活
用し、公共施設での能勢町産材等の木材利用を進める
必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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